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このガイドについて 

このューザガイドでは、ほとんどのモデルに共通の機能について説明します。一部の機能は、お使い 
のコンピュータで対応していない場合もあります。 
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1 取り付けられているドライブの確認 


コンピュータに取り付けられているドライブを表示するには、に夕ートト[コンピュータ]の順に選択 
します。 


鞍 を記： Windows ⑥には、コンピュータのセキュリティを高めるためのユーザアカウント制御機能が 
含まれています。アプリケーシヨンのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設定変更な 
どを行う時に、ユーザのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。詳しくは、 
Windows のヘルプを参照してください。 
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2 ドライブの取り扱い 


ドライブは壊れやすいコンピュータ部品ですので、取り扱いにはを意が必要です。ドライブの取り巧 
いについては、な下のを意事項を参照してください。必要に応じて、追加のを意事項および関連手順 
を示します。 


A ま意： コンピュータやドライブの損傷、または情報の港'失を防ぐため、な下の点にを意してください。 


コンピュータや外イ寸けハードドライブの電源を入れたままある場所から移動させるような場合は、必 
ず事前にスリープを開始して画面表示が消えるまでお待ちください。 

ドライブを取り扱う前に、塗装されていない金属面に触れるなどして、静電気を放電してください。 

リムーバブルドライブまたはコンピュータのコネクタピンに触れないでください。 

ドライブは慎重に取り扱い、絶対に落としたり上に物を置いたりしないでください。 

ハードドライブの着脱を行う前に、コンピュータの電源を切ります。コンピュータの電源が切れてい 
るか、スリープ状態なのか、ハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まずコンピュータの電 
源を入れ、次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャツトダウンします。 

ドライブをドライブベイに巧乂するときは、無理な力を加えないでください。 

オプティカルドライブ内のディスクへの書き込みが行われているときは、キーボードから入力した 
り、コンピュータを移動したりしないでください。書き込み処理は振動の影響を受けやすいためです。 


バッテリのみを電源として使巧している場合は、メディアに書き込む前に、バッテリが十分に巧電さ 
れていることを確認してください。 

高おまたは多湿の場所にドライブを放置しないでください。 

ドライブにミ先剤などの液体を垂らさないでください。また、ドライブに直接、液体クリーナーなどを 
吹きかけないでください。 

ドライブベイからのドライブの取り外し、ドライブの持ち運び、郵送、保管などを行う前に、ドライ 
ブからメディアを取り出してください。 

ドライブを郵送するときは、発ミ包ビニールシートなどの緩衝材で適切にお包し、お包箱の表面に「コ 
ワレモノー取り扱いを意」と明記して〈ださい。 

ドライブを磁気に近づけないようにしてください。磁気を発するセキュリティ装置には、空港の金属 
探知器や金属探知棒が含まれます。空港の機内持ち込み手荷物をチェックするベルトコンベアなどの 
セキュリティ装置は、磁気ではなく X 線を使ってチェックを行うので、ドライブには影響しません。 
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オプティカルドライブの使用 


DVD-ROM ドライブなどのオプティカルドライブは、オプティカルディスク （CD および DVD ) に 
対応しています。これらのディスクでは、情報を保存または転送したり、音楽や映画を巧生したりし 
ます。 DVD の方が、 CD より大きい容量を扱うことができます。 

次の表に示すように、オプティカルドライブはオプティカルメディアからの読み取りが可能で、モ 
デルによっては書き込みも巧能です。 


オプティカルドライブの種類 

CD および 
DVD-ROM メ 

ディアからの 

読み取り 

CD-RW メデ 
ィアへの書き 
込み 

DVD±RW/R 
メディアへの 
まき込み 

DVD+R DL メ 

ディアへのまき 
込み 

DVD-RAM メ 

ディアへの書 
き込み 

DVD-ROM/CD-RW コンボドライブ 

可 

可 

不可 

不可 

不可 

2 層記録対応の 8X DVD±RW 又ーパー 
マルチドライブ 

巧 

可 

可 

可 

可 


注記： ここに示すオプティカルドライブによっては、おほいのコンピュータでサポートされていない場合もあります。サ 
ポートされているオプティカルドライブすべてが上記の一覧に記載されているわけではありません。 


A ミ主意： オーディオやビデオの劣化、情報の消失、再生機能の損失を防ぐため、 CD や DVD の読み取 
りまたは書き込みをしているときにスリープまたはハイバネーシヨンを開始しないでください。 

ディスクの再生中に、誤ってスリープまたはハイバネーシヨンを開始した場合、次のことが発生しま 
す。 


• 巧生が中断する場合があります。 

• CD または DVD を再起動し、才ーディオまたはビデオの巧生を再開しなければならない場合が 
あります。 
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オプティカルディスク （ CD または DVD ) の挿入 

1. コンピュータの電源を入れます。 

2. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押して、ディスクトレイカ 《 少し巧し 
出された状態にします。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸上に置きます。 

m を語1 トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて回転軸の上に置いてくださ 

^ 

5. ディスクが確実にはまるまで、トレイの回お軸上にディスクをゆっくり巧し下げます（3)。 



6. ディスクトレイを閉じます。 


敷 ま記. ディスクの挿入後、プレーヤの起動まで少し時間がかかりますが、これは通常の動作です。 
初期設定のメディアプレーヤを選択していない場合は、[自動再生]ダイアログボックスが開き、メデ 
ィアコンテンツの使用方まを選択するように要求されます。 
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オプティカルディスク （ CD または DVD ) の取り出し 

ディスクトレイが正しく開くかどうかじ応じて、ディスクを取り出すちまは2通りあります。 

ディスクトレイが開く場合 

1. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押してディスクトレイを開き、トレ 
イをゆっくりと完全に引き出します（2)。 

2. 回転軸をそっと押しながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


m を記： トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて取り出してください。 
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3. ディスクトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 

ディスクトレイが開かない場合 

1. ドライブのフロントパネルにある手動での取り出し用の穴にクリップ （1) の端を差し込みます。 

2. クリップをゆっくり巧し込み、トレイが開いたら、トレイを完全に引き出します（2)。 


オプティカルディスク （ CD または DVD ) の取り出し 5 





3. 回転軸をそっと巧しながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 

を を雷^ トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて取り出します。 
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4 ハードドライブパフナーマンスの向上 


ディスクデフラグの使用 

コンピュータを使巧しているうちに、ハードドライブ上のファイルが断片化されてきます。ディス 
クデフラグを行うと、ハードドライブ上の断片化したファイルやフォルダを集めてより効率よく作業 
を実行できるようになります。 

ディスクデフラグを実行するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスクデフラグ]の順 
に選択します。 

2. [今すぐ最適化]をクリックします。 


野を 記. コンピュータのセキュリティを強化するため、 Windows ⑥には、ユーザアカウントの制 
御機能が含まれています。アプリケーシヨンのインス!ル、ユーティリティの実行 、 Windows 
の設を変更などを行う時に、ユーザのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合がありま 
す。詳しくは、 Windows のヘルプを参照して〈ださい。 


詳しくは、ディスクデフラグのヘルプを参照してくださし、。 


ディスククリーンアップの使用 

ディスククリーンアップを行うと、ハードドライブ上の不要なファイルが検出され、それらのファイ 
ルがを全に削除されてディスクの空き領域が増し、より劾率よく作業を実行できるようになります。 

ディスククリーンアップを実行するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスククリーンアッ 
プ]の順に選択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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5 ハードドライブの交換 


A ;ま意： データの消失やシステムの応答停止を防ぐには、な下のを意を守ってください。 

ハードドライブベイからハードドライブを取り外す前に、 コン ピュータをシャッ トダウンして くださ 
し、。コン ピュータの電源が 入って いる状態、 ス リープ状態、またはハイバネーシ ヨン 状態のときにハ 
-ドドライブを取り外さないで〈ださい。 

コン ピュータの電源が切れているのか ハイ バネーシヨンが態なのかわからない場合は、まず コン ピュ 
—夕の電源を入れ、次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンします。 

ハードドライブを取り外すには、な下の手順で操作します。 

1. 必要なデータを保巧します。 

2. コン ピュータをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コンピュータに接続されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントおよびコンピュータから電源コードをはきます。 

5. コンピュータを裏返してを定した平らな場所に置きます。 

6. コンピュータからバッテリパックを取り外します。 

7. ハードドライブベイを手前に向けた状態で、ハードドライブカバーの2つのネジ （1) を緩めます。 

8. ハードドライブカバーを持ち上げて、コンピュータから取り外します（2)。 
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8 第5章ハードドライブの交換 










9. ハードドライブの 2 つのネジけ）を取り外します。 

10. ハードドライブを左方向にスライドさせて、ドライブの固定を解除します口）。 

11. ハードドライブを持ち上げて、コンピュータから取り外します（3)。 



ハードドライブを取り付けるには、な下の手順で操作します。 

1. ハードドライブをハードドライブベイの方に下げます（1)。 

2. しっかりと収まるまで、ハードドライブコネクタの方へドライブをスライドさせます（2)。 

3. ハードドライブの2つのネジ （3) を取り付けます。 



4. ハードドライブカバーのタブをコンピュータの切り込みの位置に合わせます（1)。 

5. カバーを閉じます（2)。 
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6. ハードドライブカバーの 2 つのネジ （3) を締めます。 



10 第5章ハードドライブの交換 
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